
津波の高さは国土交通省
（4月18日）発表より

3月11日 14：46
東日本大震災
　発生　M9 

a）政府および電力会社等対応の流れ

b）サントリーホールディングス株式会社の取り組み 

11日 15：14
対策本部設置

・清涼飲料・ビール類（ビール・発泡酒・
新ジャンル）の缶製品の売上本数1本
につき1円を義捐金として積み立て、
合計約40億円を拠出することを決定・救援物資（「サントリー天然水」

550mlペットボトル計100万本）の提供
・義捐金3億円を拠出

・東日本大震災の影響により就職活動
に支障をきたした東北地方の大学生
／大学院生または東北出身の大学生
／大学院生の新卒者を対象に、追加で
計20名の採用を決定

・飲料自動販売機の節電対策の確定 ・復興のための義捐金の使途の決定

■政府
14日 復興構想
会議スタート

■政府

1日 Super Co-  
ol Bizスタート

■政府

14日 浜岡原発
全炉停止

■中部電力

9日 自衛隊10
万人態勢から縮小へ

■政府

8日 輪番停電
原則廃止へ

■東京電力

29日 節電計画
を企業に要請へ

■政府

13日 復興基本
法案、国会に提出

■政府
17日 二重ローン
問題、対策決定

■政府

14日 3号機
水素爆発

■東京電力

12日 1号機
水素爆発

■東京電力

14日 輪番
停電実施

■東京電力

16日 被災
地で雪

11日 16：20
救護班派遣

■日本赤十字社

31日 一部
引き上げ

■日本赤十字社

特集　東日本大震災　企業の取り組み　vol.2　サントリーホールディングス株式会社

復興のための義捐金（約40億円）の使途
【支援の内容】

● 漁業復興のための漁船取得支援［20億円］
漁業者の漁船（共同利用船）の取得に際し、
その負担を軽減すべく甚大な被害のあった
岩手県・宮城県にそれぞれ10億円の支援

● 未来を担う子どもたちの支援［17億円］
公益社団法人セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン
と共同で、奨学金プログラムや子どもの遊ぶ
機会・場所の提供などを行う「サントリー 
東北子ども応援プロジェクト」を実施。また、
「桃・柿育英会　東日本大震災遺児育英資金」
を通じた震災遺児学資支援を実施

サントリー 東北子ども応援プロジェクトの詳細
(1) 奨学金プログラム（約6億円）未来の漁業
の担い手の支援として、青森、岩手、宮城、
福島県の水産高校および水産学科の被災生徒
を対象に奨学金を給付。年間合計500名に対
して1人当たり最大36万円の返還義務のない
奨学金を給付。この奨学金プログラムは、
2014年までの3年間継続して行う予定

 (2) 子どもの遊ぶ機会・場所の提供（約9億円）
被災地の子どもたちの健全な成長のためには、
子どもらしくのびのびと遊ぶことができる場所
の確保が重要。特に福島県の一部の地域では、
放射能の影響により、遊ぶ場所が限られている
状況にあるため福島県を中心に、子どもたちが
遊ぶ機会や場所を提供

● 文化・芸術・スポーツを通じた支援［3億円］
公益財団法人サントリー文化財団・サントリー
芸術財団、サントリーホールなどによる文化・
芸術を通じた支援、サントリーバレーボール部、
ラグビー部によるスポーツを通じた支援を実施


